
資料２ 

 

円城浄水場の水を飲用した地域住民等の健康への影響と対策について 

 

 

１ 健康状況の把握について 

（１）中間報告書に加えて、分析すべき事項（分析項目、分析期間、対象者等）には

何があるか。 

 

２ 相談体制の整備・健康に関する情報発信について 

（１）有機フッ素化合物の健康に与える影響には不明な点が多いが、住民の不安を解

消するために何をすればよいか。 

（２）住民に情報を正確に伝えるための手段は何が適切か（住民説明会、回覧版、ホ

ームページ、ケーブルテレビ等）。 

 

３ 健康診査等について 

（１）今年度、臨時の健康診査（又は健康に関する調査）を実施すべきか。 

（２）臨時の健康診査の対象をどう設定すべきか（町民全員か、円城地区に限るか）。 

（３）臨時の健康診査の開始時期は、いつから開始することが適切か。また、何年間

実施すべきか。 

（４）毎年実施する特定健康診査等について、診査項目を増やすべきか。増やす場合、

どの項目を増やすべきか。 

（５）PFOS、PFOAに関する血液検査をどのように考えるべきか。 

 

４ 妊産婦や子どもに関する対策について 

（１）妊産婦や子どもに関する対策として、特別に実施すべき取組があるか。 

 

 

５ その他、追記事項について 


